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お す す め 商 品 の ご 案 内

※ 本 内 容 は 2 0 2 2 年 1 0 月 3 1 日 現 在 の も の で す 。
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ご あ い さ つ

　  平  素  よ  り  、 山  梨  信  用  金  庫  を  お  引  き  立  て  賜  り  厚

く 御  礼  申 し  上  げ  ま す 。

　 皆 様 に 当 金 庫 に 対 す る ご 理 解 を 深 め て い た

だ  く  と  と  も  に  、 安  心  し  て  お  取  引  い  た  だ  け  ま  す  よ  う

2 0 2 2 年 度 上 半 期 の 事 業 の 概 要 ・ 活 動 状 況 に つ

い  て  と  り  ま  と  め  ま  し  た  の  で  、 ご  高  覧  い  た  だ  け  れ

ば  幸  い  に  存 じ ま す 。

　 今 後 も 地 域 に 根 差 し た 金 融 機 関 と し て 、 地

域  の  皆  様  と 当  金  庫 と の  共  存  共  生 を 目 指 し て  役

職  員  一  丸 と な  っ て  積  極  的  に  取 り 組  ん で ま い り ま

す 。 皆 様 に お か れ ま し て は 、 よ り 一 層 の ご 理 解

と ご 愛 顧 を 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

　 2 0 2 2  年 1 1  月

山 梨 信 用 金 庫 の 概 要 （ 2 0 2 0  年 9  月 末 現 在 ）

本 　 　 　 店	 甲  府  市  中  央  一  丁  目 1 2  番 3 6  号

創 　 　 　 立	 	  1 9 2 6  年  1 1  月  1 6  日

普 通 出 資 金	 	 3 8  億 円

会 　 員 　 数	 	 6 4, 9 4 6  人

常 勤 役 職 員	 	 3 8 9  名

店 　 舗 　 数	 	 3 3  店 舗

～ 地 域 と と も に 支 え 合 い 　 　 　

　 　 　 地 域 を 盛 り 上 げ て い く ～

当 金 庫 の 概 要 （ 2 0 2 2  年 9  月 末 現 在 ）

経 営 理 念

理 事 長 指 針

中 期 経 営 計 画 ４ つ の 方 針

一 、 地 域 を 結 ぶ か け 橋 と な り 、

   地 域 社 会 の 繁 栄 に 貢 献 し ま す 。

一 、 幅 広 い 視 野 と 変 革 意 識 を 持 ち 、

   最 良 の 金 融 サ ー ビ ス を 提 供 し ま す 。

一 、 経 営 基 盤 を 強 化 し 、

     健  全 で  安 定 し た 経 営 に 努 め ま す 。

一 、 職 員 相 互 に 高 め あ い 、 や り が い と

     成 長 を 実 感 で き る 職 場 を 創 り ま す 。

地 域 繁 栄
地 域 未 来 の 創 生

協 心 協 働 ～ 私 た ち は お 客 様 の 笑 顔 の た め に ～

独 自 性
や ま し ん な ら で は の

サ ー ビ ス の 提 供

組 織 力
連 携 強 化 と

総 合 力 の 発 揮

職 員 力
創 意 工 夫 と

創 造 力 の 発 揮

経 営 力
イ ノ ベ ー シ ョ ン

経 営

ネ  ッ ト  ワ  ー  ク
広 域 営 業 エ リ ア の

活 用

Ⅰ.  取 引 基 盤 の 強 化

 営 業 力 強 化 に 向 け た 取 組 み

～ 地 域 社 会 の 繁 栄 に 貢 献 ・ 最 良 の 金 融 サ ー ビ ス の 提 供 ～

Ⅳ. 顧 客 本 位 の 業 務 運 営 の 強 化

～ 内 部 管 理 態 勢 の 充 実 ～

Ⅰ- 1.  地 域 の 実 情 に あ っ た 独 自 性 の あ る 営 業 戦 略 の 策 定

Ⅰ- 2.  本 業 支 援 へ の 取 組 み

Ⅰ- 3.  個 人 向 け ソ リ ュ ー シ ョ ン の 強 化

Ⅲ.  組 織 力 の 強 化

人 財 育 成 ・ 働 き 方 改 革 の 推 進

～ や り が い と 成 長 を 実 感 で き る 職 場 創 り ～

Ⅲ- 1.  や ま し ん ブ ラ ン ド の 発 信

Ⅲ- 2.  人 事 制 度 の 機 能 向 上

Ⅱ.  収 益 の 確 保

経 営 の 効 率 化

～ 経 営 基 盤 の 強 化 ～

Ⅱ- 1.  生 産 性 の 向 上

Ⅱ- 2.  健 全 化 計 画 の 収 益 目 標 達 成 の た め の 取 組 み

Ⅳ- 1.  顧 客 保 護 管 理 態 勢 の 強 化

Ⅳ- 2. コ ン プ ラ イ ア ン ス ・ リ ス ク 管 理 の 強 化

協 心 協 働
全 役 職 員 が 心 を ひ と つ に 目 指 す 姿 に 向 か っ て

高 い 志 と 熱 い 思 い を も ち 、 健 康 で 地 域 あ り き の

行 動 に 徹 し 「 地 域 経 済 活 性 化 」 に 寄 与 す る
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　 持 続 可 能 な 開 発 目 標 （ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） と は 、 2 0 1 5  年

9  月 の 国 連 サ ミ ッ ト で 採 択 さ れ た 2 0 3 0  年 ま で に 持

続 可 能 で よ り 良 い 世 界 を 目 指 す 国 際 社 会 全 体 の 開

発 目 標 で す 。 1 7  の ゴ ー ル ・ 1 6 9  の タ ー ゲ ッ ト か ら 構

成 さ れ 、 地 球 上 の 「 誰 一 人 取 り 残 さ な い 」 こ と を 誓 っ

て い ま す 。

　 当 金 庫 は 、 地 域 の 協 同 組 織 金 融 機 関 と し て Ｓ Ｄ

Ｇ ｓ を 金 庫 の 活 動 と 結 び 付 け 、 地 域 の 創 生 お よ び

持 続 可 能 な 社 会 の 実 現 に 向 け 、 努 め て ま い り ま す 。

● イ  ン  タ ー ン  シ  ッ プ  の  受  入  れ

　 学 生 の 社 会 的 自 立 や 意 欲 的 な 社 会 参 加 を 支 援 す る 取 組 み と し て 、

イ ン タ ー ン シ ッ プ の 受  入 れ を 行 い ま し た  。

● 「 山 梨 信 用 金 庫 脱 炭 素 化 宣 言 」 の 公 表

　 当 金 庫 の 脱 炭 素 化 の 計 画 的 な 実 行 と 、 地 域 社 会 ・ お

客 さ ま の 脱 炭 素 化 へ の 取 組 み の 推 進 を 目 的 と し て 宣 言

い た し ま し た  。

● 女 性 管 理 職 の 登 用

　 女 性 活 躍 推 進 の 一 環 と し て 、 2 0 2 2  年 4  月 よ り 、 当 金 庫 初 と な る

女  性  支  店  長  を 3  名  登  用 し て お り ま  す  。

● Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 推 進 に 向 け た 山 梨 県 と の 連 携 協 定 の 締 結 に つ い て

　 県 内 企 業 の 皆 さ ま の 持 続 可 能 な 開 発 目 標 （ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） の 達 成 に

向 け た 取  組 み  を 支  援 す る た め  、「  や ま な し Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 推  進 プ ラ ッ ト フ ォ ー

ム 」 へ 参 加 し ま し た 。

● 出  資  証  券  の  ペ ー パ  ー レ ス 化

　 出 資 証 券 を ペ ー パ ー レ ス 化 （ 不 発 行 ） と し 、 当 金 庫 の 会 員 名 簿

に よ り 電 子 的 に 一 元 管 理 す る こ と と な り ま し た 。

● 「 認 定 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 フ ー ド バ ン ク 山 梨 」 へ の 寄 付

　 地 域 貢 献 活 動 の 一 環 と し て 、 認 定 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 フ ー ド バ ン ク 山 梨 に

よ る 食 糧 支 援 に 向 け た 山 梨 フ ー ド バ ン ク セ ン タ ー 建 設 プ ロ ジ ェ ク ト

の 趣 旨 に 賛 同 し 、 寄 付 を 行 い ま し た 。

上 半 期 の 主 な 取 組 み 内 容

生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ・
娯 楽 業 2. 1 0

2 0 2 2 年 度 上 半 期 に お け る 事 業 の 概 況S D G s へ の 取 組 み

貸 出 金 残 高 ・

業 種 別 内 訳 の 状 況

預 金 積 金 残 高 ・

人 格 別 内 訳 の 状 況

2 0 2 1 年 9 月 末 2 0 2 2 年 3 月 末 2 0 2 2 年 9 月 末

※ 図 表 中 の 金 額 は 、 単 位 未 満 を 切 り 捨 て て 表 示 し て お り ま す 。 以 下 の 各 図 表 に お け る 金 額 に つ い て も 同 様 で す 。

個 人

3, 4 3 1

4, 7 4 7
4, 6 1 9

法 人 等

1, 1 1 2

地 方 公 共 団 体

2 0 2

預 金 積 金 残 高 の 推 移

貸 出 金 残 高 の 推 移

人 格 別 構 成 比

（ 単 位 ： 億 円 ）

（ 単 位 ： 億 円 ）

製 造 業
9. 5 7

個 人
2 6. 2 0

建 設 業
1 1. 2 3

運 輸 業 ・ 郵 便 業
1. 9 4

卸 売 業 ・ 小 売 業
8. 3 4

業 種 別 構 成 比

（ 単 位 ： % ）

不 動 産 業
9. 3 6

そ の 他 4. 8 5

医 療 ・ 福 祉 1. 7 5

そ の 他 の サ ー ビ ス
5. 3 8

地 方 公 共 団 体
1 4. 2 7

宿 泊 業 3. 0 0

飲 食 業 1. 9 0

0

1, 0 0 0

2, 0 0 0

3, 0 0 0

4, 0 0 0

5, 0 0 0 4, 7 0 1

2 0 2 1 年 9 月 末 2 0 2 2 年 3 月 末 2 0 2 2 年 9 月 末

1, 8 2 0 1, 8 1 5

（ 単 位 ： 億 円 ）

0

5 0 0

1, 0 0 0

1, 5 0 0

2, 0 0 0

1, 7 7 8

　 預 金 積 金 は 、 個 人 の お 客 様 か ら 3, 4 3 1 億 円 、 法 人 等 の お 客 様 か ら 1, 1 1 2 億

円 、 地 方 公 共 団 体 か ら 2 0 2 億 円 を お 預 入 れ い た だ い て お り 、 前 年 同 期 比 1 2 7 億

円 増 加 の 4, 7 4 7 億 円 と な り ま し た 。

　 引 き 続 き 、 新 商 品 や サ ー ビ ス の 充 実 を 通 じ て 、 地 域 の お 客 さ ま か ら の ご 信

頼  、 ご 支  持 を い た だ け る よ う 努 め て ま い り ま す 。

　 貸 出 金 残 高 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス に よ り 売 上 の 減 少 や 資 金 繰 り の 悪 化 等

の 影 響 を 受 け て い る 事 業 先 へ の 支 援 や 、 個 人 ロ ー ン の 推 進 、 融 資 先 数 増 強 を

意 識 し た 営 業 活 動 を 行 っ た 結 果 、 前 年 同 期 比 3 7 億 円 増 加 の 1, 8 1 5 億 円 と な り ま

し た 。

　 貸 出 金 の 業 種 別 残 高 の 構 成 で は 個 人 の お 客 様 へ の ご 融 資 が 最 も 多 く な っ て

お り ま す が 、 特 定 の 業 種 に 偏 る こ と な く 、 様 々 な 業 種 の お 客 さ ま か ら ご 利 用 い

た だ い て お り ま す 。



　 持 続 可 能 な 開 発 目 標 （ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） と は 、 2 0 1 5  年

9  月 の 国 連 サ ミ ッ ト で 採 択 さ れ た 2 0 3 0  年 ま で に 持

続 可 能 で よ り 良 い 世 界 を 目 指 す 国 際 社 会 全 体 の 開

発 目 標 で す 。 1 7  の ゴ ー ル ・ 1 6 9  の タ ー ゲ ッ ト か ら 構

成 さ れ 、 地 球 上 の 「 誰 一 人 取 り 残 さ な い 」 こ と を 誓 っ

て い ま す 。

　 当 金 庫 は 、 地 域 の 協 同 組 織 金 融 機 関 と し て Ｓ Ｄ

Ｇ ｓ を 金 庫 の 活 動 と 結 び 付 け 、 地 域 の 創 生 お よ び

持 続 可 能 な 社 会 の 実 現 に 向 け 、 努 め て ま い り ま す 。

● イ  ン  タ ー ン  シ  ッ プ  の  受  入  れ

　 学 生 の 社 会 的 自 立 や 意 欲 的 な 社 会 参 加 を 支 援 す る 取 組 み と し て 、

イ ン タ ー ン シ ッ プ の 受  入 れ を 行 い ま し た  。

● 「 山 梨 信 用 金 庫 脱 炭 素 化 宣 言 」 の 公 表

　 当 金 庫 の 脱 炭 素 化 の 計 画 的 な 実 行 と 、 地 域 社 会 ・ お

客 さ ま の 脱 炭 素 化 へ の 取 組 み の 推 進 を 目 的 と し て 宣 言

い た し ま し た  。

● 女 性 管 理 職 の 登 用

　 女 性 活 躍 推 進 の 一 環 と し て 、 2 0 2 2  年 4  月 よ り 、 当 金 庫 初 と な る

女  性  支  店  長  を 3  名  登  用 し て お り ま  す  。

● Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 推 進 に 向 け た 山 梨 県 と の 連 携 協 定 の 締 結 に つ い て

　 県 内 企 業 の 皆 さ ま の 持 続 可 能 な 開 発 目 標 （ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） の 達 成 に

向 け た 取  組 み  を 支  援 す る た め  、「  や ま な し Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 推  進 プ ラ ッ ト フ ォ ー

ム 」 へ 参 加 し ま し た 。

● 出  資  証  券  の  ペ ー パ  ー レ ス 化

　 出 資 証 券 を ペ ー パ ー レ ス 化 （ 不 発 行 ） と し 、 当 金 庫 の 会 員 名 簿

に よ り 電 子 的 に 一 元 管 理 す る こ と と な り ま し た 。

● 「 認 定 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 フ ー ド バ ン ク 山 梨 」 へ の 寄 付

　 地 域 貢 献 活 動 の 一 環 と し て 、 認 定 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 フ ー ド バ ン ク 山 梨 に

よ る 食 糧 支 援 に 向 け た 山 梨 フ ー ド バ ン ク セ ン タ ー 建 設 プ ロ ジ ェ ク ト

の 趣 旨 に 賛 同 し 、 寄 付 を 行 い ま し た 。

上 半 期 の 主 な 取 組 み 内 容

生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 ・
娯 楽 業 2. 1 0

2 0 2 2 年 度 上 半 期 に お け る 事 業 の 概 況S D G s へ の 取 組 み

貸 出 金 残 高 ・

業 種 別 内 訳 の 状 況

預 金 積 金 残 高 ・

人 格 別 内 訳 の 状 況

2 0 2 1 年 9 月 末 2 0 2 2 年 3 月 末 2 0 2 2 年 9 月 末

※ 図 表 中 の 金 額 は 、 単 位 未 満 を 切 り 捨 て て 表 示 し て お り ま す 。 以 下 の 各 図 表 に お け る 金 額 に つ い て も 同 様 で す 。

個 人

3, 4 3 1

4, 7 4 7
4, 6 1 9

法 人 等

1, 1 1 2

地 方 公 共 団 体

2 0 2

預 金 積 金 残 高 の 推 移

貸 出 金 残 高 の 推 移

人 格 別 構 成 比

（ 単 位 ： 億 円 ）

（ 単 位 ： 億 円 ）

製 造 業
9. 5 7

個 人
2 6. 2 0

建 設 業
1 1. 2 3

運 輸 業 ・ 郵 便 業
1. 9 4

卸 売 業 ・ 小 売 業
8. 3 4

業 種 別 構 成 比

（ 単 位 ： % ）

不 動 産 業
9. 3 6

そ の 他 4. 8 5

医 療 ・ 福 祉 1. 7 5

そ の 他 の サ ー ビ ス
5. 3 8

地 方 公 共 団 体
1 4. 2 7

宿 泊 業 3. 0 0

飲 食 業 1. 9 0

0

1, 0 0 0

2, 0 0 0

3, 0 0 0

4, 0 0 0

5, 0 0 0 4, 7 0 1

2 0 2 1 年 9 月 末 2 0 2 2 年 3 月 末 2 0 2 2 年 9 月 末

1, 8 2 0 1, 8 1 5

（ 単 位 ： 億 円 ）

0

5 0 0

1, 0 0 0

1, 5 0 0

2, 0 0 0

1, 7 7 8

　 預 金 積 金 は 、 個 人 の お 客 様 か ら 3, 4 3 1 億 円 、 法 人 等 の お 客 様 か ら 1, 1 1 2 億

円 、 地 方 公 共 団 体 か ら 2 0 2 億 円 を お 預 入 れ い た だ い て お り 、 前 年 同 期 比 1 2 7 億

円 増 加 の 4, 7 4 7 億 円 と な り ま し た 。

　 引 き 続 き 、 新 商 品 や サ ー ビ ス の 充 実 を 通 じ て 、 地 域 の お 客 さ ま か ら の ご 信

頼  、 ご 支  持 を い た だ け る よ う 努 め て ま い り ま す 。

　 貸 出 金 残 高 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス に よ り 売 上 の 減 少 や 資 金 繰 り の 悪 化 等

の 影 響 を 受 け て い る 事 業 先 へ の 支 援 や 、 個 人 ロ ー ン の 推 進 、 融 資 先 数 増 強 を

意 識 し た 営 業 活 動 を 行 っ た 結 果 、 前 年 同 期 比 3 7 億 円 増 加 の 1, 8 1 5 億 円 と な り ま

し た 。

　 貸 出 金 の 業 種 別 残 高 の 構 成 で は 個 人 の お 客 様 へ の ご 融 資 が 最 も 多 く な っ て

お り ま す が 、 特 定 の 業 種 に 偏 る こ と な く 、 様 々 な 業 種 の お 客 さ ま か ら ご 利 用 い

た だ い て お り ま す 。



損 益 の

状 況

有 価 証 券 の

状 況

2 0 2 0 年 9 月 末 2 0 2 1 年 9 月 末 2 0 2 2 年 9 月 末

（ 注 ）1. 「 そ の 他 」 は 外 国 証 券 及 び 投 資 信 託 等 で す 。

　 　 2. 市 場 価 格 の な い 株 式 等 及 び 組 合 出 資 金 は 本 表 に は 含 め て お り ま せ ん 。

7 0 5

6 2 8

損 益 の 内 訳

当 期 純 利 益 ・ コ ア 業 務 純 益 の 推 移

（ 単 位 ： 百 万 円 ）

（ 単 位 ： 百 万 円 ）

（ 単 位 ： 百 万 円 ）

0

3 0 0

6 0 0

9 0 0

経 常 収 益

  う ち 貸 出 金 利 息

  う ち 余 資 運 用 収 益

  う ち 役 務 取 引 収 益

  う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

経 常 費 用

  う ち 預 金 利 息 等

  う ち 役 務 取 引 費 用

  う ち 経 費

経 常 利 益

コ ア 業 務 純 益

特 別 損 益 ・ 税 金 等

当 期 純 利 益

2, 9 0 5

1, 6 8 7

5 9 6

2 8 1

1 5 9

2, 2 5 8

3 4

2 2 1

1, 9 0 4

6 4 7

4 0 6

▲ 1 8

6 2 8

2, 8 7 0

1, 6 5 1

6 7 3

2 6 8

3 1

2, 1 4 1

2 7

2 2 2

1, 8 0 4

7 2 9

5 8 1

▲ 1 8

7 1 0

2, 7 7 4

1, 6 4 3

5 2 6

2 5 3

4 5

2, 0 5 6

2 6

2 1 1

1, 7 5 6

7 1 7

4 1 7

▲ 1 2

7 0 5

8 1, 6 6 0

1, 5 1 4

1 5, 3 5 4

9 8, 5 2 8

8 2, 1 4 6

1, 5 8 4

1 6, 4 1 2

1 0 0, 1 4 2

△ 4 8 5

△ 6 9

△ 1, 0 5 8

△ 1, 6 1 4

8 0, 6 0 4

1, 6 6 5

1 4, 6 2 8

9 6, 8 9 8

8 2, 4 4 6

1, 7 3 4

1 6, 7 1 2

1 0 0, 8 9 2

△ 1, 8 4 1

△ 6 8

△ 2, 0 8 4

△ 3, 9 9 4

1 0, 1 2 1

2 0 0

1 0, 3 2 1

1 0, 1 9 1

1 9 8

1 0, 3 9 0

△ 7 0

1

△ 6 8

9, 1 1 1

2 0 0

9, 3 1 1

9, 1 3 1

1 9 7

9, 3 2 8

△ 1 9

2

△ 1 6

7 1 0

4 1 74 0 6

5 8 1

2 0 2 0 年 9 月 末 2 0 2 1 年 9 月 末 2 0 2 2 年 9 月 末

（ 注 ） 余 資 運 用 収 益 ： 預 け 金 利 息 、 有 価 証 券 利 息 配 当 金 、 国 債 等 債 券 売 却 益 、

  国 債 等 債 券 償 還 益 、 株 式 等 売 却 益 の 合 計 額

債 　 　 券

株 　 　 式

そ  の  他

合 　 　 計

2 0 2 2 年 3 月 末

貸 借 対 照 表 計 上 額 取 得 原 価 差 　 額

2 0 2 2 年 9 月 末

貸 借 対 照 表 計 上 額 取 得 原 価 差 　 額
そ の 他 保 有 目 的

債 　 　 券

そ  の  他

合 　 　 計

2 0 2 2 年 3 月 末

貸 借 対 照 表 計 上 額 時 　 価 差 　 額

2 0 2 2 年 9 月 末

貸 借 対 照 表 計 上 額 時 　 価 差 　 額
満 期 保 有 目 的

有 価 証 券 評 価 損 益 の 状 況

　 最 終 利 益 で あ る 当 期 純 利 益 は 、 前 年 同 期 比 5  百 万 円 減 少 の 7 0 5  百 万 円 と な り ま し た 。

経 常 収 益 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 の 影 響 を 受 け た 事 業 先 へ の 低 金 利 の 資 金 繰

り 支 援 等 を 背 景 に 、 貸 出 金 利 息 が 減 少 し た こ と 等 に よ り 、 同 比  9 6  百 万 円 減 少 の 2, 7 7 4

百  万  円 と な り ま し た 。

　 経 常 費 用 は 、 同 比  8 4  百 万 円 減 少 の 2, 0 5 6  百 万 円 と な り ま し た 。

　 こ の 結 果 、 経 常 利 益 は 、 7 1 7  百 万 円 、 本 業 の 収 益 力 を 示 す コ ア 業 務 純 益 は  4 1 7  百 万

円 を 計  上 し て お り ま す 。

　 当 金 庫 は 、 お 預 り し て い る 資 金 の う ち 、 貸 出 金 で 運 用 し て い る 以 外 の 余 裕 資 金 に つ い

て は 、 そ の 一 部 を 有 価 証 券 に 投 資 し て お り ま す 。

　 ま た 、 お 客 様 か ら お 預 り し た 資 金 を 安 全 に 運 用 す る こ と に 留 意 し 、 公 共 債 ・ 国 内 社 債

を 中 心 と し た 運 用 を 行 っ て お り ま す 。

■ 当 期 純 利 益 　 ■ コ ア 業 務 純 益

自 己 資 本 比 率 の

状 況

不 良 債 権 の

状 況

2 0 2 1 年 9 月 末 2 0 2 2 年 3 月 末 2 0 2 2 年 9 月 末

1 1. 9 41 1. 9 41 1. 6 71 1. 6 7 1 1. 6 31 1. 6 3

自 己 資 本 比 率 の 推 移
（ 単 位 ： ％ ）

0

4. 0 0

8. 0 0

1 2. 0 0

国 内 基 準 の

4 ％ を 十 分 に

上  回 っ て い ま す 。

国 内 基 準

　 自 己 資 本 比 率 は 、 金 融 機 関 の 経 営 の 健 全 性 ・ 安 全 性 を 表 す 重 要 な 指 標 の ひ と つ で す 。

当 金 庫 の 自 己 資 本 比 率 は 、 前 年 同 期 比 0. 2 7 ポ イ ン ト 上 昇 の 1 1. 9 4 ％ と な り ま し た 。 ま た 、

健 全 性 の 目 安 と さ れ る 国 内 基 準 4 ％ を 大 き く 上 回 っ て お り ま す 。

　 今 後 と も 経 営 の 健 全 性 を 維 持 し て い く た め 、 収 益 力 の 強 化 に 努 め る と と も に 自 己 資 本

の 充 実 を 図 っ て ま い り ま す 。

　 不 良 債 権 額 は 1 2 2 億 円 と な り 、 前 年 同 期 比 4 億 円 減 少 し ま し た 。 こ の 結 果 、 不 良 債 権

比  率  は 同  比 0 . 4 0  ポ イ ン ト 改  善  の 6 . 7 2 ％ と な っ て お り ま す 。 ま た 、 こ れ ら 不 良  債  権  に  対 す る

担 保 ・ 保 証 な ら び に 貸 倒 引 当 金 に よ る 保 全 率 は 7 7. 3 5 ％ と な っ て お り ま す 。

　 今 後 も お 取 引 先 の 経 営 改 善 ・ 再 生 支 援 に 努 め る と と も に 、 不 良 債 権 処 理 を 進 め 資 産 の

一 層 の 健 全 化 を 図 っ て ま い り ま す 。

お 問 い 合 わ せ は 経 営 企 画 部 　 T E L ： 0 5 5（ 2 2 5 ） 0 2 1 3  

〒 4 0 0 ‐ 0 0 3 2  甲 府 市 中 央 1－ 1 2 － 3 6 　 h t t p s: / / w w w. y a m a si n.j p /

特 殊 詐 欺 に は ご 注 意 を ！

債 権 区 分 の 内 訳 と 推 移不 良 債 権 額 の 保 全 ・ 未 保 全 額 の 推 移
（ 単 位 ： 億 円 、 ％ ）

（ 単 位 ： 億 円 、 ％ ）

0

1 0 0

2 0 0

3 0 0

0. 0 0

4. 0 0

8. 0 0

1 2. 0 0

2 0 2 1 年 9 月 末 2 0 2 2 年 3 月 末 2 0 2 2 年 9 月 末

危 険 債 権

要 管 理 債 権

　 　 三 月 以 上 延 滞 債 権

　 　 貸 出 条 件 緩 和 債 権

不 良 債 権 額 ( Ａ)

正 常 債 権

　 　 　 合  　  計 ( Ｂ)

不 良 債 権 比 率 ( Ａ) ÷( Ｂ)

保  全  額 ( Ｃ)

保  全  率 ( Ｃ) ÷( Ａ)

4 8

6 8

5

0

5

1 2 2

1, 6 9 9

1, 8 2 2

6. 7 2

9 4

7 7. 3 5

5 5

6 7

4

0

4

1 2 7

1, 6 5 8

1, 7 8 5

7. 1 2

1 0 0

7 9. 1 3

5 1

6 5

6

0

6

1 2 4

1, 7 0 2

1, 8 2 7

6. 7 9

9 7

7 8. 4 9

破 産 更 生 債 権 及 び
こ れ ら に 準 ず る 債  権

2 0 2 1 年
9 月 末

区 分 2 0 2 2 年
3 月 末

2 0 2 2 年
9 月 末

9 7 9 4

2 7

1 0 0

2 6

保 全 額 未 保 全 額 不 良 債 権 比 率

※ 保 全 額 ： 担 保 ・ 保 証 に よ る 保 全 額 及 び 貸 倒 引 当 金 の 合 計 額

6. 7 9 6. 7 27. 1 2

2 6

◇ 用 語 解 説

【 破 産 更 生 債 権 及 び こ れ ら に 準 ず る 債 権 】 破 産 、 会 社 更 生 、 民 事 再 生 手 続 等 の 事 由 に よ り 経 営 破 綻 に 陥 っ て い る 債 務 者 に 対 す る 債 権 お よ び こ れ ら に 準 ず る 債 権 で す 。

【 危 険 債 権 】 債 務 者 が 経 営 破 綻 の 状 態 に は 至 っ て い な い が 、 財 務 状 態 及 び 経 営 成 績 が 悪 化 し 、 契 約 に 従 っ た 債 権 の 元 本 の 回 収 及 び 利 息 の 受 取 り が で き な い 可 能 性 の 高 い 債 権 で す 。

【 要 管 理 債 権 】「 三 月 以 上 延 滞 債 権 」 及 び 「 貸 出 条 件 緩 和 債 権 」 に 該 当 す る 貸 出 金 を い い ま す 。

【 三 月 以 上 延 滞 債 権 】 元 本 又 は 利 息 の 支 払 が 約 定 支 払 日 の 翌 日 か ら 三 月 以 上 遅 延 し て い る 貸 出 金 で 、「 破 産 更 生 債 権 及 び こ れ ら に 準 ず る 債 権 」 及 び 「 危 険 債 権 」に 該 当 し な い 貸 出 金 で す 。

【 貸 出 条 件 緩 和 債 権 】 債 務 者 の 経 営 再 建 等 を 図 る こ と を 目 的 と し て 、 金 利 の 減 免 、 利 息 の 支 払 猶 予 、 元 本 の 返 済 猶 予 、 債 権 放 棄 そ の 他 の 債 務 者 に 有 利 と な る 取 決 め を 行 っ た 貸 出 金

で 、「 破 産 更 生 債 権 及 び こ れ ら に 準 ず る 債 権 」 、「 危 険 債 権 」 及 び 「 三 月 以 上 延 滞 債 権 」 に 該 当 し な い 貸 出 金 で す 。

【 正 常 債 権 】 債 務 者 の 財 務 状 態 及 び 経 営 成 績 に 特 に 問 題 の な い 債 権 で あ り 、「 破 産 更 生 債 権 及 び こ れ ら に 準 ず る 債 権 」 、「 危 険 債 権 」 、「 要 管 理 債 権 」 以 外 の 債 権 を い い ま す 。



損 益 の

状 況

有 価 証 券 の

状 況

2 0 2 0 年 9 月 末 2 0 2 1 年 9 月 末 2 0 2 2 年 9 月 末

（ 注 ）1. 「 そ の 他 」 は 外 国 証 券 及 び 投 資 信 託 等 で す 。

　 　 2. 市 場 価 格 の な い 株 式 等 及 び 組 合 出 資 金 は 本 表 に は 含 め て お り ま せ ん 。

7 0 5

6 2 8

損 益 の 内 訳

当 期 純 利 益 ・ コ ア 業 務 純 益 の 推 移

（ 単 位 ： 百 万 円 ）

（ 単 位 ： 百 万 円 ）

（ 単 位 ： 百 万 円 ）

0

3 0 0

6 0 0

9 0 0

経 常 収 益

  う ち 貸 出 金 利 息

  う ち 余 資 運 用 収 益

  う ち 役 務 取 引 収 益

  う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

経 常 費 用

  う ち 預 金 利 息 等

  う ち 役 務 取 引 費 用

  う ち 経 費

経 常 利 益

コ ア 業 務 純 益

特 別 損 益 ・ 税 金 等

当 期 純 利 益

2, 9 0 5

1, 6 8 7

5 9 6

2 8 1

1 5 9

2, 2 5 8

3 4

2 2 1

1, 9 0 4

6 4 7

4 0 6

▲ 1 8

6 2 8

2, 8 7 0

1, 6 5 1

6 7 3

2 6 8

3 1

2, 1 4 1

2 7

2 2 2

1, 8 0 4

7 2 9

5 8 1

▲ 1 8

7 1 0

2, 7 7 4

1, 6 4 3

5 2 6

2 5 3

4 5

2, 0 5 6

2 6

2 1 1

1, 7 5 6

7 1 7

4 1 7

▲ 1 2

7 0 5

8 1, 6 6 0

1, 5 1 4

1 5, 3 5 4

9 8, 5 2 8

8 2, 1 4 6

1, 5 8 4

1 6, 4 1 2

1 0 0, 1 4 2

△ 4 8 5

△ 6 9

△ 1, 0 5 8

△ 1, 6 1 4

8 0, 6 0 4

1, 6 6 5

1 4, 6 2 8

9 6, 8 9 8

8 2, 4 4 6

1, 7 3 4

1 6, 7 1 2

1 0 0, 8 9 2

△ 1, 8 4 1

△ 6 8

△ 2, 0 8 4

△ 3, 9 9 4

1 0, 1 2 1

2 0 0

1 0, 3 2 1

1 0, 1 9 1

1 9 8

1 0, 3 9 0

△ 7 0

1

△ 6 8

9, 1 1 1

2 0 0

9, 3 1 1

9, 1 3 1

1 9 7

9, 3 2 8

△ 1 9

2

△ 1 6

7 1 0

4 1 74 0 6

5 8 1

2 0 2 0 年 9 月 末 2 0 2 1 年 9 月 末 2 0 2 2 年 9 月 末

（ 注 ） 余 資 運 用 収 益 ： 預 け 金 利 息 、 有 価 証 券 利 息 配 当 金 、 国 債 等 債 券 売 却 益 、

  国 債 等 債 券 償 還 益 、 株 式 等 売 却 益 の 合 計 額

債 　 　 券

株 　 　 式

そ  の  他

合 　 　 計

2 0 2 2 年 3 月 末

貸 借 対 照 表 計 上 額 取 得 原 価 差 　 額

2 0 2 2 年 9 月 末

貸 借 対 照 表 計 上 額 取 得 原 価 差 　 額
そ の 他 保 有 目 的

債 　 　 券

そ  の  他

合 　 　 計

2 0 2 2 年 3 月 末

貸 借 対 照 表 計 上 額 時 　 価 差 　 額

2 0 2 2 年 9 月 末

貸 借 対 照 表 計 上 額 時 　 価 差 　 額
満 期 保 有 目 的

有 価 証 券 評 価 損 益 の 状 況

　 最 終 利 益 で あ る 当 期 純 利 益 は 、 前 年 同 期 比  5  百 万 円 減 少 の 7 0 5  百 万 円 と な り ま し た 。

経 常 収 益 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 の 影 響 を 受 け た 事 業 先 へ の 低 金 利 の 資 金 繰

り 支 援 等 を 背 景 に 、 貸 出 金 利 息 が 減 少 し た こ と 等 に よ り 、 同 比  9 6  百 万 円 減 少 の 2, 7 7 4

百  万  円 と な り ま し た 。

　 経 常 費 用 は 、 同 比  8 4  百 万 円 減 少 の 2, 0 5 6  百 万 円 と な り ま し た 。

　 こ の 結 果 、 経 常 利 益 は 、 7 1 7  百 万 円 、 本 業 の 収 益 力 を 示 す コ ア 業 務 純 益 は  4 1 7  百 万

円 を 計  上 し て お り ま す 。

　 当 金 庫 は 、 お 預 り し て い る 資 金 の う ち 、 貸 出 金 で 運 用 し て い る 以 外 の 余 裕 資 金 に つ い

て は 、 そ の 一 部 を 有 価 証 券 に 投 資 し て お り ま す 。

　 ま た 、 お 客 様 か ら お 預 り し た 資 金 を 安 全 に 運 用 す る こ と に 留 意 し 、 公 共 債 ・ 国 内 社 債

を 中 心 と し た 運 用 を 行 っ て お り ま す 。

■ 当 期 純 利 益 　 ■ コ ア 業 務 純 益

自 己 資 本 比 率 の

状 況

不 良 債 権 の

状 況

2 0 2 1 年 9 月 末 2 0 2 2 年 3 月 末 2 0 2 2 年 9 月 末

1 1. 9 41 1. 9 41 1. 6 71 1. 6 7 1 1. 6 31 1. 6 3

自 己 資 本 比 率 の 推 移
（ 単 位 ： ％ ）

0

4. 0 0

8. 0 0

1 2. 0 0

国 内 基 準 の

4 ％ を 十 分 に

上  回 っ て い ま す 。

国 内 基 準

　 自 己 資 本 比 率 は 、 金 融 機 関 の 経 営 の 健 全 性 ・ 安 全 性 を 表 す 重 要 な 指 標 の ひ と つ で す 。

当 金 庫 の 自 己 資 本 比 率 は 、 前 年 同 期 比 0. 2 7 ポ イ ン ト 上 昇 の 1 1. 9 4 ％ と な り ま し た 。 ま た 、

健 全 性 の 目 安 と さ れ る 国 内 基 準 4 ％ を 大 き く 上 回 っ て お り ま す 。

　 今 後 と も 経 営 の 健 全 性 を 維 持 し て い く た め 、 収 益 力 の 強 化 に 努 め る と と も に 自 己 資 本

の 充 実 を 図 っ て ま い り ま す 。

　 不 良 債 権 額 は 1 2 2 億 円 と な り 、 前 年 同 期 比 4 億 円 減 少 し ま し た 。 こ の 結 果 、 不 良 債 権

比  率  は 同  比 0 . 4 0  ポ イ ン ト 改  善  の 6 . 7 2 ％ と な っ て お り ま す 。 ま た 、 こ れ ら 不 良  債  権  に  対 す る

担 保 ・ 保 証 な ら び に 貸 倒 引 当 金 に よ る 保 全 率 は 7 7. 3 5 ％ と な っ て お り ま す 。

　 今 後 も お 取 引 先 の 経 営 改 善 ・ 再 生 支 援 に 努 め る と と も に 、 不 良 債 権 処 理 を 進 め 資 産 の

一 層 の 健 全 化 を 図 っ て ま い り ま す 。

お 問 い 合 わ せ は 経 営 企 画 部 　 T E L ： 0 5 5（ 2 2 5 ） 0 2 1 3  

〒 4 0 0 ‐ 0 0 3 2  甲 府 市 中 央 1－ 1 2 － 3 6 　 h t t p s: / / w w w. y a m a si n.j p /

特 殊 詐 欺 に は ご 注 意 を ！

債 権 区 分 の 内 訳 と 推 移不 良 債 権 額 の 保 全 ・ 未 保 全 額 の 推 移
（ 単 位 ： 億 円 、 ％ ）

（ 単 位 ： 億 円 、 ％ ）

0

1 0 0

2 0 0

3 0 0

0. 0 0

4. 0 0

8. 0 0

1 2. 0 0

2 0 2 1 年 9 月 末 2 0 2 2 年 3 月 末 2 0 2 2 年 9 月 末

危 険 債 権

要 管 理 債 権

　 　 三 月 以 上 延 滞 債 権

　 　 貸 出 条 件 緩 和 債 権

不 良 債 権 額 ( Ａ)

正 常 債 権

　 　 　 合  　  計 ( Ｂ)

不 良 債 権 比 率 ( Ａ) ÷( Ｂ)

保  全  額 ( Ｃ)

保  全  率 ( Ｃ) ÷( Ａ)

4 8

6 8

5

0

5

1 2 2

1, 6 9 9

1, 8 2 2

6. 7 2

9 4

7 7. 3 5

5 5

6 7

4

0

4

1 2 7

1, 6 5 8

1, 7 8 5

7. 1 2

1 0 0

7 9. 1 3

5 1

6 5

6

0

6

1 2 4

1, 7 0 2

1, 8 2 7

6. 7 9

9 7

7 8. 4 9

破 産 更 生 債 権 及 び
こ れ ら に 準 ず る 債  権

2 0 2 1 年
9 月 末

区 分 2 0 2 2 年
3 月 末

2 0 2 2 年
9 月 末

9 7 9 4

2 7

1 0 0

2 6

保 全 額 未 保 全 額 不 良 債 権 比 率

※ 保 全 額 ： 担 保 ・ 保 証 に よ る 保 全 額 及 び 貸 倒 引 当 金 の 合 計 額

6. 7 9 6. 7 27. 1 2

2 6

◇ 用 語 解 説

【 破 産 更 生 債 権 及 び こ れ ら に 準 ず る 債 権 】 破 産 、 会 社 更 生 、 民 事 再 生 手 続 等 の 事 由 に よ り 経 営 破 綻 に 陥 っ て い る 債 務 者 に 対 す る 債 権 お よ び こ れ ら に 準 ず る 債 権 で す 。

【 危 険 債 権 】 債 務 者 が 経 営 破 綻 の 状 態 に は 至 っ て い な い が 、 財 務 状 態 及 び 経 営 成 績 が 悪 化 し 、 契 約 に 従 っ た 債 権 の 元 本 の 回 収 及 び 利 息 の 受 取 り が で き な い 可 能 性 の 高 い 債 権 で す 。

【 要 管 理 債 権 】「 三 月 以 上 延 滞 債 権 」 及 び 「 貸 出 条 件 緩 和 債 権 」 に 該 当 す る 貸 出 金 を い い ま す 。

【 三 月 以 上 延 滞 債 権 】 元 本 又 は 利 息 の 支 払 が 約 定 支 払 日 の 翌 日 か ら 三 月 以 上 遅 延 し て い る 貸 出 金 で 、「 破 産 更 生 債 権 及 び こ れ ら に 準 ず る 債 権 」 及 び 「 危 険 債 権 」に 該 当 し な い 貸 出 金 で す 。

【 貸 出 条 件 緩 和 債 権 】 債 務 者 の 経 営 再 建 等 を 図 る こ と を 目 的 と し て 、 金 利 の 減 免 、 利 息 の 支 払 猶 予 、 元 本 の 返 済 猶 予 、 債 権 放 棄 そ の 他 の 債 務 者 に 有 利 と な る 取 決 め を 行 っ た 貸 出 金

で 、「 破 産 更 生 債 権 及 び こ れ ら に 準 ず る 債 権 」 、「 危 険 債 権 」 及 び 「 三 月 以 上 延 滞 債 権 」 に 該 当 し な い 貸 出 金 で す 。

【 正 常 債 権 】 債 務 者 の 財 務 状 態 及 び 経 営 成 績 に 特 に 問 題 の な い 債 権 で あ り 、「 破 産 更 生 債 権 及 び こ れ ら に 準 ず る 債 権 」 、「 危 険 債 権 」 、「 要 管 理 債 権 」 以 外 の 債 権 を い い ま す 。




